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平成２１年度「全国学力・学習状況調査」の結果概要について 

宇都宮市立国本中学校 

 

 家庭や地域から「信頼される学校」であるためには，「開かれた学校づくり」を推進し，学校の

状況や生徒の実態を保護者や地域の方々に十分御理解いただく必要があり，このような取組を通

して，家庭や地域と一体となって生徒を育てることが大切であると考えています。 

こうした考えから，平成２１年度「全国学力・学習状況調査」における本校生徒の学力や学習

状況の概要について，以下のとおり公表します。 

  また，調査結果は，学習指導の工夫・改善に役立てることが大切なので，調査結果の分析，指

導の改善策などを併せて掲載します。 

 

Ⅰ 調査の概要 

１ 目的 

 ア 国が，全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，各地域における

児童生徒の学力・学習状況をきめ細かく把握・分析することにより，教育及び教育施策の

成果と課題を検証し，その改善を図る。 

 イ 各教育委員会，学校等が全国的な状況との関係において自らの教育及び教育施策の成果

と課題を把握し，その改善を図るとともに，そのような取組を通じて，教育に関する継続

的な検証改善サイクルを確立する。 

ウ  各学校が，各児童生徒の学力や学習状況を把握し，児童生徒への教育指導や学習状況の

改善等に役立てる。 

２ 調査期日 

  平成２１年４月２１日（火） 

３ 調査対象 

  第３学年 

４ 本校の参加状況 

① 国語Ａ   １１５人    国語Ｂ   １１５人 

② 数学Ａ   １１５人    数学Ｂ   １１５人  

５ 留意事項 

（１） 本調査は，対象となる学年が限られており,実施教科が国語，数学の２教科のみである

ことや，必ずしも学習指導要領全体を網羅するものでないことなどから，本調査の結果

については，生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であることに留意することが必

要となる。 

（２） 本校の傾向等を分かりやすく示すために分類・区分別の平均正答率などを公表した。 

（３）  平均正答率の数値は調査結果のすべてを表すものではないため，「全体的な傾向」，「分

類・区分別の傾向と課題」などの分析を併せて記載した。 

平成２１年１２月１８日 


